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本書は日本図書館協会が刊行したもので、

“図書館員のために"書かれた海外訪問ガイ

ドブックであると「はじめにJに述べられて
いる。本書は、次の四つの章から成り立って

いる。 (IJとして、「まず、アポイントメン

トをとるJ、(IIJは、「さあ、現地に到着、さ
て、どうするかj、(IIIJは、「いよいよ訪問先

の図書館で見学の始まりだ」、(IVJは、「帰国
したら必ず礼状を出そう」。

各章の名称を見てもわかるとおり、たいへ

ん具体的に海外の図書館を訪問する際の方法

や手順が説明されている。特に、感心したの

は、 (IJの「まず、アポイントメントをとる」

で、先方の図書館への手紙の具体例が書かれ

ている。この手紙の事例を若干変えれば明日

にも先方の文書館へ送ることができる点であ

る。また、(IvJの「帰国したら必ず礼状を出
そう」で、礼状の書き方が書いてありこれも

少し直せばそのまま利用できる点である。

本書のメインは、 (IIIJにあると思う。訪問

先の図書館でどういう質問をするのか。その

質問が日本語・英語で書かれている。機関の

規模、組織、性格から始まって閲覧等の業務、

コンピュータ利用等きめ細かく説明されてい

る。文書館員でも書かれている内容を文書館

向きに変えれば活用できる部分も多い。ただ

し、加えなければならない事項もあると思わ

れる。

ここで、少し気になることを述べてみたい。
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確かに、大変きめ細かい質問事例が書かれて

いるので、質問がうまくできるかもしれない。

しかし、相手方の回答が聞き取れないことが

あると思う。もちろん、英語力の問題かもし

れないが、その点をどのように対処するかは

考えておいた方がよいと思う。

今後、文書館員も海外の文書館を訪問する

機会がふえると思われる。しかし、「言葉の問

題Jや「訪問の仕方J等が常に頭に付きまと
うことが多い。それらの障害を少しでも越え

て、お互いに知り合い学び合えれば、こんな

に楽しいことはないと思う。このために、本

書を上手に活用すれば、われわれにとって「強

い味方」になると思う。また、将来“文書館

員"のための「海外文書館訪問の手引き」な

る「英会話ノ、ンドブック」の刊行を期待した

しミ。 水口 政次・東京都公文書館




